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はじめに
飛越間交流の概略については先に能登も視野に入
れてその概略をまとめている（1）。この飛越間の街道
については，歴史地理学の研究者や地元の歴史研究
者により，個人的研究や自治体史編纂の中でその概
要が文書・記録により明らかにされている。そこで
はもちろん絵図なども利用されて研究が進められて
きたが（2），この街道について知る上で貴重な資料と
なる幕府撰の国絵図の研究も進展してきている（3）。
筆者は本研究に密接な関わりのある地域である富
山県氷見市の市史編纂の中で，近世編とともに絵図
地図編を担当し，越中と能登を結ぶ地域の街道交通
の研究をするだけではなく，加賀藩が幕命により作
成した越中国絵図の研究も行い，その中で越中の街
道全体および能越間の街道について検討している。
また，その後にこれらの国絵図をもとにして幕府が
作成した日本図を検討し，幕府が掌握した地域像を
把握する中で，越中の街道についても取り上げた（4）。
そこで，地域理解で重要な幕府撰の飛騨国の国絵図
についてはこれまで本格的な検討が加えられていな
いことから，これを検討する中で，飛越間や飛騨の
街道を取り上げ，さらに幕府撰日本図の中で飛越間
の街道や飛騨の街道がどのように描かれたのか，つ
まりこれを利用する幕閣や将軍にどのように認識さ
れることになったかを本稿で取り上げることにした。
また，この日本図に関しては刊行日本図も江戸など
三都の書肆という民間により多数刊行されているの
で，とてもその徹底的な収集と検討は短期間では不
可能であるが，この絵図を購入する江戸など三都に
集まる諸国の武家や三都の町人，また旅のために三
都などでこれらの絵図を入手するようになった人々
にどのように飛越能の街道が捉えられることになっ
たか，とりあえず収集した範囲でその一端を捉えて
みたいと思う。
もっとも，能越間の街道も含めて丁寧に取り上げ
るのは紙幅の点で問題がある。先に筆者はこの能越
間の街道について，前記のように『氷見市史』絵図・
地図編の特論にて国絵図や街道図を取り上げる中で
検討しているので（5），本稿では飛騨国の街道と飛越
間を結ぶ越中の街道を主にして取り上げることを断っ
ておきたい。
本文で使用する街道の名称であるが，一つの街道
でも様々な名があり，飛越間の中心街道でも越中で
飛騨街道とよばれる街道は飛騨では越中街道と呼称
されている。そこで本稿では街道の名称を統一して
使用する必要があるので，富山県と岐阜県の歴史の
道調査で使われた名称を主として街道名に採用する
ことにしたい。なお，両県で異なる飛越間の名称は，
富山・高山間は飛騨街道，城端・小白川・新淵間は
白川街道とし，高山・下原間の飛騨街道は重なるの
で益田街道としたい。
一，幕府撰国絵図に描かれた街道
１，飛騨
（１）文書・記録
絵図を見る前に初めに文書から飛騨の主要街道
について確認したい。
近世前期の飛騨国の街道を書き上げた重要な史
料に正保の書上があるが，残念ながらこの写を見
ることができなかった。しかし，高山藩時代の飛
騨の街道を知る貴重な史料として「飛騨鑑」（6）が
ある。これには「飛騨国大野郡高山城并大道小道
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覚」が付記されている。この史料自体が藩作成の
記録ではなく，また後年の文化7年（1810）に写
されたものとはいえ，街道に高山城の各郭の規模
など概略も記載されているので，元禄以前の飛騨
の街道を理解する大切な史料といえる。
これに記載された「大道小道之覚」には正保書
上のように大道・小道の別と国境の冬期通行につ
いての記事がみられる。幕府が正保の国絵図作成
などで重視したのは他国への交通路とその冬期間
などの往来の状況であり，このため「飛騨鑑」は
同書上が元にした史料を参照している可能性があ
る。しかし，後に検討する正保国絵図からこれは，
やはり正保以降の街道をまとめた書上であること
がわかる。
この書上には馬次・牛次記載もあり，藩政期の
領内各街道の位置付けがわかる。同史料が記す大
道には益田街道の「京海道」・信州街道の「江戸
海道」と越中街道こと飛騨東西街道の二道（舟津
経由高山・越中境目間。古川経由高山・越中境目
間）が表1のように記載されている。
表に見るように大道は馬次がされる街道である。
もっとも一部は牛次で，また馬次の行われる美濃
から越前大野へ向かう街道も小道とされている。
信濃への道は参勤交代に利用されたため大道とさ
れるが，上ケ洞からは日和田が大道で，野麦経由
の「江戸通」は牛次がされるもののこの時期は小
道扱いであった。平湯から信濃大利根川への安房
峠越えは中世から鎌倉道として利用された道であ
るが，これも小道扱いである。そして，同じ鎌倉
道の中尾峠越えは登場しない。問題の飛越間では，
小道としては中野・鳩かへ・小白川経由で越中中
尾村へ出る白川街道とこの鳩かへから萩町・牛首
経由で越中へ回る道，また角川からの羽根口・二
ツ屋口も小道として取り上げられている。
この高山藩時代の元禄5年6月「駄賃定」（7）は
馬次の行われるこれら大道の四街道，すなわち高
山から久々宿の益田街道（「南道」），三ツ谷宿へ
の郡上街道（「西道」），八日町経由山田宿の飛騨
東街道と古川宿への飛騨西街道（「北道」），甲宿
への信州街道（「東道」）に加え，牧ケ洞宿への高
山道（「西道」）を記載する。そして，これらの街
道は南道・西道・北道・東道と捉えられていたこ
ともこの史料から分かる。越中へ向かう飛越間街
道は北道であった。
その後，元禄期に飛騨は天領となるが，その代
官を務めた長谷川忠崇が元文・延享年間に『飛州
志』（8）をまとめている。また，代官所の地役人上
村満義が延享3年に『飛騨国中案内』にて国内
の街道を詳細に記録したので，両資料により表2
を作成した。
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表１．大道・小道
大道
○高山－＜三枝村峡道，三川村懸橋＞－あら城八日町（馬次）－＜大坂峠＞－山田村（馬次）－舟津町（牛次，「町出口懸橋国中一番
之大橋也」）－漆山（牛次）－杉山村（牛次）－越中境目……「十月より明ル四月迄牛次無通路難所，此間千貫橋，籠の渡有」
……………………………12里31町
○高山－古川（馬次）－野首（馬次）－＜岸奥村出口舟渡し，分道寺峠＞－打保村（牛次）－小豆沢村（牛次）－＜籠渡し＞－越中境目……
「九月より明四月迄牛馬無通路難所」 ……………………………11里18町
○高山－＜宮峠＞－久々野（馬次）－＜峠道，在前有道難所有り＞－渚村（馬次）－＜渚出口懸橋あり，市川門坂難所＞－小坂（馬次）－
＜小坂出而懸橋＞－萩原町（馬次）－＜千波峡難所＞－湯嶌（馬次）－＜舟渡り。中山七里，坂道難所。釣金坂難所＞－渡村－＜大
川渡り＞－美濃金山境目 ………………「京街道」18里29町
○高山－＜尾上下峠，大川懸橋（見座村出口）＞－甲村（馬次）－＜峡道難所あり。懸橋（小瀬ケ洞村入口）＞－きひう谷村（牛次）－
＜猪之鼻峠。懸橋（下之向村出口，日影村出口）＞－上ケ洞（牛次）－＜小長谷坂道難所，大長谷坂道難所＞－日和田村（牛次）－
＜長峯峠＞－信濃境 ……………「江戸海道」13里14町
小道
○角川より羽根口，越中へ小道……「九月より明ル四月迄牛馬無通路」
○角川より二ツ屋口，同上 ……同上
○高山－な川原－中野－鳩かへ－小白川（牛次）－越中赤尾村へ（「九月より明ル四月迄牛馬通路なし，難所」）
○寺河戸（な河原・中野間）より美濃郡上へ小道
○野々俣村（同上）より越前大野へ小道
○鳩かへ川向かい萩町より牛首，越中へ小道，「牛馬無通路」）
○下呂湯島－御厨野村－＜この坂舞台と云う＞美濃境（苗木・中津川へ出る）＝「雪中には此海道江戸往来す」
○下原渡村－美濃下市場………太田，名古屋へ
○高山－三つ谷（馬次）－＜龍ケ峯峠，なら谷村より大原まで峡道＞－大原村（牛次）……越前大野・福井までの道……「牛次十月よ
り明ル二月迄牛馬無通路」………………10里26町
○上ケ洞－＜坂道難所＞－野麦（牛次）－信濃境・・中山道やこ原へ［「江戸通」高山やこ原間20里］
○日和田－信濃西野……牛次＝「江戸海道」
○平湯村－信濃大根川……「十月より明ル四月迄牛馬無通路，別而難所故常々往来無之」
「飛騨国大野郡高山城并大道小道覚」（『飛騨鑑』）による。
「飛州志」は，飛騨の駅路について「隣国往来
ノ本道四道アリ」として，表に示した街道を記載
している。この駅路とされる本道の東西南北の四
道には，それぞれさらに複数の街道を記載してい
る。これらのうち飛越間を見ると西道の白川筋の
二道，北道の下山中筋の一道と越中通の二道が越
中へ結ぶ本街道であったが，西道の白川筋は新淵
村から小白川村経由で越中西赤尾へ向かう白川街
道である。鳩谷村・小白川間の記載は，後に取り
上げる正保国絵図に記載されている，野谷村より
庄川沿いに迂回する街道であり，これを迂回しな
い街道が新渕・椿原の道筋の白川街道である。ま
た，北道の場合に羽根口・二ツ屋口の二街道も加
えており注目されるが，飛騨西街道が記載される
のになぜか飛騨東街道・同中街道も取り上げられ
ていない。白川街道なども取り上げられているの
でこれは不思議である。羽根口・二ツ屋口と誤っ
たのではなかろうか。
信州へは信州街道の日和田口，野麦口の両街道
のみを取り上げる。美濃へは西道に大原村経由の
郡上街道，瀬戸村牧ケ洞村・野々俣経由の高山街
道・野々俣口，南道に下原口の益田街道，御厩野
口，門和佐口，中切口，保井戸村からの街道など
数多くの街道を取り上げている。
丹念に調査された延享期の街道をみると，「飛
州志」の駅路書上がこれらの街道をみな記載して
いることがわかる。これに対して，飛越間の越中
への街道はそのごく一部だけが本道として把握さ
れただけである。飛騨の街道がより美濃との関係
が大きかったことの反映であろう。信州の場合は
平湯への街道が本道として取り上げられなかった。
さて，飛越間でも中心となる越中へ結ぶ街道の
うち富山へいたる街道については，高山の宿問屋
代が中期の寛政元年（1789）に「書上ケ之写」（9）
を記載しており，これに「西海道通り」「中道通
り」「大東通り」として次の三街道を取り上げ，
その道筋の主要町村を記載している。
「西海道通り」＝古川経由小豆沢－越中国蟹寺
（－西猪谷－東笹津－伊豆宮－富山）
「中道通り」＝八日町－船津－中山－越中蟹寺
「大東通り」＝船津町－茂住－横山－越中東猪
谷（－東笹津－富山道）
これにより，後期の高山・富山間の飛騨側の主
要ルートに飛騨東街道，同西街道に，船津より中
山にいたる中街道も加えられていたことを確認で
きる。
明治6年（1873）に編纂された冨田禮彦著『斐
太後風土記』（10）は駅路として以下の街道を記載
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表２．享保・延享期の飛騨の街道
享保期の駅路・本道
（『飛州志』）
延享期の街道
（『飛騨国中案内』）
「北道」＝高山－羽根村（「下山中筋」越中水無村へ」
角川村－二屋村（「越中通」越中の長谷村へ）
大無雁村－小豆沢村（「越中通」越中小豆沢村へ）
「東道」＝「阿多野筋日和田通」（高山－日和田村、信州関屋村へ出る）
「野麦通」（上ケ洞村・野麦村、信州川浦村へ出る）
「南道」＝高山町－御厨野村（「竹原通」美濃加子村へ出る）
宮地村－門和佐村（「佐美通」美濃吉田村へ出る）
湯島村－保井戸村（「郡上通」美濃岩屋村へ出る）
保井戸村－大船戸村（「白川通」白川郷田島村へ）
瀬戸村－渡村（「下原通」美濃金山町へ）
高山－中切村（「馬瀬村通」美濃小川村へ）
尾崎村－下山村（「郡上通」美濃弓懸村へ）
「西道」＝高山－大原村（「川上筋」美濃坂本村へ）
牧ケ洞村－野々俣村（「白川筋」美濃鷺見村）
新淵村－椿原村（「白川筋」越中の加須良村）
鳩谷村－小白河村（「白川筋」越中の赤尾村へ）
○（越中水無村へ）
○（同長谷切詰へ）
○（同加賀沢へ）
飛騨加賀沢（越中加賀沢へ）
牛首村（越中大勘場村へ）
谷村（同蟹寺村へ）
中山村（同東猪谷村へ）
横山村（同上）
杉山村（越中長棟山へ）
大多和村（同有峰村）
和佐府村（同上）
○（信州西野へ）
○（信州松本へ）
平湯村（信州大根（野）川へ）
○（美濃苗木へ）
○（同上）
○（美濃金山へ）
○（美濃麻生へ）
○（美濃金山へ）
○（美濃小川へ）
○（美濃郡上八幡へ）
○（同上）
○（同上）
○（越中加須良村へ）
○（越中赤尾村へ）
寺河戸（美濃郡上八幡へ）
する。
越中通路＝小豆沢通路（高山－古川－杉原－小
豆沢村－越中蟹寺）
同支道＝高原通（高山－八日町－舟津－茂住銀
山－）
舟津より東道（東漆山－茂住銀山－横山－国境）
中道（西漆山－茂住－谷村－国境）
東京県本県官道＝野麦通（高山－甲－野麦－信
濃国）・竹原通（高山－下呂－乗政－御厩野
舞台嶺国境－美濃国）
西京岐阜県愛知県通路＝下原通（高山・下呂－
下原－美濃国）
同支道＝大原通（高山－有巣－楢谷－大原－美
濃国）
越前通路＝野の俣通（高山－牧ケ洞－六厩－新
淵－野々俣－美濃国）
この地誌では，東京との関係を重視して官道とし
て信州街道（江戸街道，野麦街道）に加えて竹原
通（飛騨街道・飛騨南北街道）を位置づけている。
飛越間の街道としては飛騨西街道を本道として扱
い，中道とともに飛騨東街道を支道として位置づ
けている。もちろん，この時期にはこれらの街道
のルートに大きな変化はない。
（２）絵図
幕府は各国の国絵図を諸大名に命じて慶長，寛
永，そして正保，元禄，天保と度々作成している。
この越中国絵図は加賀藩が担当して作成したが，
飛騨の国絵図は正保国絵図までは金森藩の担当で
あった。この国絵図により各国の街道やその中で
も重要な街道がわかる。このうち正本の国絵図が
残るのは天保だけであるが，それでも他の国絵図
に写があるので，これにより飛越間の街道を初め
とする街道が飛騨ではどのようになっていたのか
見ることにより，それぞれの時代の主要な街道と
そのルート，つまり加賀藩や元禄段階までの飛騨国
領主であった金盛藩が重視した街道を確認したい。
１，寛永国絵図
初めに幕府撰日本図のもとになった幕府撰国絵図
を検討することにしたい。
寛永10年（1633）に幕府が諸大名より徴集した国
絵図でこれを簡略化した絵図の写がある（11）。この
飛騨国の国絵図には表３の街道が越中など隣国への
街道として記載されている。
この絵図には多くの街道が描かれているが，特に
駅路の街道とそれ以外のものとの区別や大道・小道
の別は記載されていない。飛越間は飛騨西街道，羽
根通，白川街道に加えて境の注記がない二つ屋通と
横山から先に越中の行き先注記のない飛騨東街道を
記載する。しかし，この横山からは高原川を渡って
中山・谷より越中蟹寺へ向かう注記のある飛騨中街
道も記載されている。すなわち，飛騨西街道・飛騨
東街道に対して飛騨中街道はごく一部の区間で舟津・
中山間の高原川西岸はルートに入っていない。また，
飛騨西街道もこの絵図によると小豆沢から角川まで
宮川左岸を通っているのが，後のルートと異なる点
である。
なお，美濃へは中心街道の飛騨街道（下原通）に
加え，三つ谷・大原経由の郡上街道などが記載され
ている。信濃への街道は日和田・小日和田より信州
西野へ出る信州街道（江戸街道）と安房峠越えの平
湯通が記載されている。西野へ向かう街道は参勤交
代に利用する江戸行きの重要街道であるが，これに
は野麦峠越えとなっていない。野麦通の交通は「飛
騨国中案内」が記すように天正年間に金森氏が整備
してからとされているが，参勤交代が制度化される
直前のこの当時はまだ西野へのルートが優位であっ
たことになる。
２，正保国絵図
この国絵図の正本は残っていない。村の国高記載
を省略する簡略化がされているといっても，街道の
状況がわかるその写が幸いにも残されている。
この絵図は写図とはいえ貴重な正保国絵図の写
（国立公文書館内閣文庫蔵）である。この国絵図に
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表３．寛永国絵図
越中蟹寺へ／－谷－中山－横山－もすみ（古城記載）－舟津町－
寺林－八日町－荒木－高山
越中加賀沢へ／－小豆沢－杉原－角川－増島（古城記載）－上広
瀬－下林－高山
（越中）へ／－二ツ屋－角川－（増島－高山）
越中水無へ／－はね－角川－（増島－高山）
越中「わかを」へ／－小白川－槙原－野谷－平瀬－中野－もま
い－数河－高山
美濃かしも／－竹原－下呂（古城）－荻原（古城）－く々の－高山
美濃金山へ／－下原－（下呂より高山）
美濃坂本へ／－追原－三つ谷－高山
美濃み村へ／－野々俣－町屋－わら渕（もまい－数河－高山）
信濃にしのへ／こひわた－中ノ宿－かふと－山口－高山
信州へ／平湯－はたほこ－町方－三福寺－高山
池田文庫蔵「日本六十余州図」による。
より正保期の飛騨国の主要街道が判明し，しかもこ
れには前記の馬次場が記載されている。この馬次場
が記載されたのは飛騨東街道・同西街道・益田街道・
信州街道である。この街道が当時の飛騨の重要街道
ということになる。また，高山・三谷までの高山街
道と郡上街道の各一集落にも馬次が指定されていた。
この前者の場合には街道筋を記載した朱線を他街道
よりも太く記し，牛馬次の場は○で記載し，他の村
と区別している。これらの街道は先に見た大道扱い
された道である。なお，一里を示す記号は大道だけ
ではなく，脇道にも記載されている。
この絵図に見るルートの変化では飛騨中街道が高
原川左岸を谷より舟津までになったことがあるが，
中街道はまだ駅路になっていない。また，飛騨西街
道も小豆沢からのルートが角川経由ではなく，三河
原村から宮川右岸へ渡河するようになっている大き
な違いが見られる。ただ信州街道は依然として野麦
村を経由していない。正保書上を参照した書上が野
麦村の道筋を次場として書いているが，正保国絵図
からすると同書上にその記載はなかったといえる。
なお，白川街道はこの絵図では野谷村から鳩谷村・
飯島村を回る道筋も記載されている。また，この絵
図で注意される点に牧ケ洞から白川街道へ向かう高
山街道が途中までしか描かれずに，途中から北へ向
かう街道のみを描いている点もある。
他国への街道筋は飛越間では飛騨東西両街道・二
ツ屋口・羽根口・白川街道である。牛首口は道筋が
とぎれており，場合によっては写し落としの可能性
がある。信州へは小日和田口の信州街道と平湯峠越
えのみ，美濃へは益田街道・郡上街道・御厩野口・
野々俣口であった。これらが正保期の他国へ結ぶ飛
騨の主要街道といえる。
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表４．幕府撰正保・天保国絵図の街道
ａ正保国絵図写 （＝は一里記号のある街道）
越中境目へ
（飛騨東街道）＝横山村（牛次）＝茂住村＝末漆山村（牛次）＝舟津町（馬次）＝山田村（馬次）＝八日町村（馬次）＝高山城
（飛騨中街道）－谷村－中山村－＜中山・横山間籠渡＞－＜中山・茂住間籠渡＞－＜舟津の近くで大東通りと合流＞
（飛騨西街道）＝小豆沢村（牛次）＝野首村（馬次）「是ヨリ六里難所」＝（角川の手前で渡河）＝古川町（馬次）＝（増島古城記載）＝高山城
（越中境目） －角川村－中場村－花里村－高山城
（白川街道） －小白川村－槙原村－野谷村－中野村－新淵村－六厩村－三谷村（馬次）＝高山城
（欠、牛首口）－牛首村－萩町村－野谷村
美濃境目へ
（野々俣口） －野々俣村－新淵村－（白川筋へ）
（益田街道） －下原町（馬次）－湯嶌村（馬次）－萩原町（馬次）－渚村（馬次）－久々野村（馬次）－高山城
（南北街道） －御厩野村－湯嶌村（－荻原町－高山城）
（郡上街道）（欠）－楢谷村－三谷村（馬次）－高山城
信州境目へ
（平湯口） －平湯村－舟津町－（八日町村－高山城）
（信州街道） －日和田村（馬次）－上ケ洞村（牛次）－黍谷村（馬次）－山口村－高山城
ｂ天保国絵図 （＝は一里記号のある街道）
越中境目へ
（飛騨東街道）＝＜橋＞＝横山村＝＜番所＞＝東漆山村＝二ツ屋村＝＜橋＞＝舟津町＝山田村＝八日町村＝＜橋＞＝（高山）
（杉山口）－杉山村－＝土村＝東漆山村（舟津町・高山）
（飛騨中街道）＝＜籠渡＞＝谷村＝中山村＝＜番所＞＝茂住村＝船津町村＝（山田村・八日町村・高山）
（飛騨西街道）＝＜番所＞＝小豆沢村＝三川原村＝（川）＝巣ノ内村＝古川町方村＝（高山）
（二ツ屋口） －角川村－小無雁村－（川）－大無雁村－（古川町方村－高山）
（羽根口） －＜番所＞－羽根村－角川村－（小無雁村・古川町方村－高山）
（白川街道・高山街道）－＜番所＞－小白川村－椿原村－野谷村－猿丸村－六厩村－牧ケ洞村－＜川＞－三日町村＝＜橋＞＝高山－
（牛首口）－牛首村－＜番所＞－荻町村－＜籠渡＞－大牧村－野谷村－
美濃境目へ
（野々俣口）－＜番所＞－野々俣村－町屋村－猿丸村（白川筋へ）
（寺河戸口）－＜番所＞－寺河戸村－三尾河村－（六厩村・高山）
（郡上街道）＝＜番所＞＝大原村＝楢谷村＝二俣村＝（三谷村・高山）
（中切口） －＜番所＞－中切村－山之口村－宮村－（石浦村・高山）
（西村口） －＜番所＞－中切村（同上）
（下山口） －＜番所＞－西村－中切村（同上）
（益田街道）－下原町村＝（番所）＝松ケ之村＝（川）＝湯嶋村＝萩原町村＝小坂町村＝＜橋＞＝久々野村＝＜橋＞＝石浦村＝＜橋＞＝
高山
（南北街道）－＜番所＞－御厩野村－湯嶋村＝（同上－高山）
（大舟戸口）－大舟渡村－＜番所＞－乗政村－湯島村（＝高山）
信濃境目へ
（中尾口） －中尾村－神坂村－＜番所＞－舟津村＝（八日町村－高山）
（信州街道）＝野麦村＝（番所）＝甲村＝＜橋＞＝高山＝小日和田村＝＜番所＞＝（同上）
国立公文書館内閣文庫蔵国絵図
３，天保国絵図
正保の国絵図に続いて作成された元禄の国絵図は
写もみられなかった。そこで正本が残されている天
保の飛騨国絵図を取り上げることにする（国立公文
書館内閣文庫蔵）。天保国絵図の描写の大枠は元禄
図を踏襲し，元禄図以降の地理的変化を訂正してま
とめたものである（12）。そして，この元禄図も同様
に正保図を踏襲したものであった。
この天保図に記載された街道は表4bの通りであ
る。
この天保の国絵図には次場の記載はないが，次場
の設けられた主要道については他の街道と区別して
朱線を太くして記載している。その街道はやはり正
保図に記載された街道である。これに加えて飛騨中
街道も太い朱線で記載され，中街道が後期に駅路と
なっていたことを示す。そのルートはやはり谷村か
ら西漆谷村経由で舟津へいたる高原川左岸を通じる
ものである。
正保国絵図とこの絵図で大きく異なるところは信
州街道に日和田経由だけでなく野麦経由も記載され
ている点がまずあげられる。これに対して，平湯村
から安房峠越えの街道は寛政二年に往来が少ないと
いうことで切りふさがれたものであり（13），このた
めか安房峠越えの記載は無くなっている。しかし，
この絵図には中尾村から硫黄岳の北側を信州上河内
湯屋へ向かう街道が記載され，この街道には番所も
描かれている。これは天保6年（1835）に開かれた
新道で，この新道については後にまた取り上げる。
また，横山番所の手前から杉山村を抜けて長棟鉛
山へ向かう街道もこれには書き加えられている。た
だし，有峰村へ向かう街道は国境を抜ける記載がな
い。中尾峠越えの場合は基本的に横山番所を通って
向かうことになっていたのである。なお，飛越間で
はこの絵図では牛首口の街道が確認できる。
美濃では御厩野口への街道から分岐して益田街道
の下原町村の益田川対岸にある大舟渡口の街道が書
き加えられている。この他，下山村口・西村口・門
和佐村口・中切村口・寺河戸口というように多くの
街道が付加された。
なお，平湯街道や中尾村への街道は別として，前
記の主要街道には一里ごとの記号が付されているが，
これは正保国絵図と異なって脇道には記載されてい
ない。
４，元禄前「飛騨国絵図」と天保写「飛騨国全図」
幕府撰の元禄国絵図の正本・写を確認できないの
で，ここでは補いのため中野効四郎蔵「飛騨国絵図」
（69×90センチ，岐阜県史近世資料編一・附録）と
岐阜県立図書館蔵「飛騨国全図」（山下氏旧蔵，107
×80.1センチ）を取り上げることにしたい。
両国絵図に描かれた街道を表5にまとめた。
「飛騨国絵図」は飛騨国の石高が正保の高と同じ
であり，また先の正保写図と内容が類似している。
このため正保図の写かそれをもとに修正して作成さ
れた絵図とみられる。
この絵図は残念ながら主街道について特別に線を
太くして描いていないが，次場の記載があり，主要
街道が判明する。それは飛騨東街道・同西街道・益
田街道・信州街道であるが，郡上街道では大原が牛
次になっているのに，三谷は馬次の記載がない。
次の「飛騨国全図」は紙に天保3年5月模写
の記載と明和5年（1768）改めの国高記載があり，
幕府領時代の中後期の飛騨国を描いた絵図となる。
この絵図の道筋の描き方は詳しいものの村町間のルー
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図１ 正保飛騨図絵図
ト記載が明確でない所が多い。特に渡河部分の記載
など十分でないところが多いためである。しかし，
馬次の記載が詳細であり，正保・天保の国絵図記載
の街道以外にも表に見るように多くの街道にこの記
載がある。おそらく陣屋の公務による伝馬利用のた
めに馬次をさせる必要を考慮して記載されたのでは
なかろうか。しかし，これらの街道でも頻繁に利用
されるのは，正保・天保の国絵図が記載する街道と
いうことであろう。
この絵図では飛越間に，飛騨東街道以東に越中長
棟村と有峰村への二街道記載が加えられ，西には八
尾へ出る街道やまた白川街道より西に加須良村への
脇道も記載されている。信州への街道では小日和田
経由と野麦経由が同等に記載され，またともに牛次
記載などはなく，野麦街道の比重がましていたこと
がうかがえる。美濃国への街道では益田街道が馬次
場を益田川の東西に湯島以北でも記載している違い
がみられる。先に見た天保の国絵図ではこの湯島村
対岸の街道筋は描かれていないが，これは天保の国
絵図が元禄に提出の国絵図に大枠を依拠しているた
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表５ 「飛騨国絵図」と「飛騨国全図」の街道
ａ「飛騨国絵図」
（越中境目／荒田口）－＜千貫橋＞横山村－東浅山村（牛次）－舟津町（馬次枠）－山田（馬次）－八日町（馬次）－高山……「飛騨国八日町
村ヨリ境目迄九里余難所，十月ヨリ明ル四月迄牛馬無通行」
（越中境目／中山口）－＜籠渡＞谷村－中山村－＜籠渡＞－茂住村－西漆村－舟津町（馬次枠）（山田村・八日町・高山）
（越中境目／小豆沢口）－小豆沢（牛次）－打保－野有（馬次）－＜難所＞－落合－大無岸－＜川原＞－野口－古川町（馬次／古城の所に
馬次記載）－高山……「飛騨国小豆沢壱里山，越中境目迄拾八町より越中境目迄六里難所，九月ヨリ明ル四月迄牛馬無通行」
越中／二ツ屋口）－角川－（－高山）……「角川ヨリ越中境目迄四里半難所，九月ヨリ明ル五月迄牛馬無通行」
（越中へ）－「羽照」－（角川・高山）
（越中／小白川口）－小白川－椿原－（飯島－大牧）－大窪－野谷－保木脇－中野－新渕－三尾川－六厩－有巣－三ツ谷村－高山……
［白川筋］「飛騨西上峠ヨリ越中境目迄拾六里難所十月ヨリ明ル四月迄牛馬通路無之」
（越中／牛首口）－牛首－荻町－大牧－（野谷－白川筋）
（美濃）－野々俣－新淵（白川筋へ）……「西上峠ヨリ境目迄五里余難所，十月より明ル三月迄牛馬無通行」
（美濃国／大原口）－大原村（牛次）－楢谷－有巣（白川筋へ）……「飛騨国中野村ヨリ濃州境目迄四里難所，霜月ヨリ明ル二月マテ牛馬
無通路」
（美濃／下原口）－下原村（馬次）－河原村－＜鈎金坂難所＞－三原村－＜下呂舟渡＞湯嶋村（馬次）－＜難所＞－森村－萩原村（馬次）－
清村（馬次）－久々野村（馬次）－高山……「中山七里ノ内難所」
（美濃／御厩野口）－御厩野－則上（湯島・萩原・高山）
（信州境目）－平湯村－舟津町－（八日町村－高山城）
（信濃）－小日和田村（牛次）－黍谷村（馬次）－甲村（馬次）－高山……「霜月ヨリ明ル三月迄牛馬無通路」
（信州）－＜「平湯峠難所」＞－旗鉾－町方－高山……「平湯一里山ヨリ信州境目迄廿三町廿間難所」「十月ヨリ明ル四月迄牛馬無通路」
ｂ「飛騨国全図」
（越中東猪谷村へ）－＜番所＞横山（馬次）－東漆山（馬次）－□□□（馬次）－舟津（馬次）－山田村（馬次）－八日町（馬次）－高山……「境
迄従高山十三里半」
（越中蟹寺へ）－＜籠渡＞－谷村－中山（馬次）（番所）－茂住（馬次）－西漆山－舟津（馬次）－（山田村・八日町・高山）
（越中蟹寺へ）－＜番所＞小豆沢－杉原（馬次枠）－打保（馬次）－三河原（馬次）－（舟渡）－林村（馬次枠）－野口（馬次）－古川（馬次）－高
山……「境迄従高山十二里半」
（越中八尾村へ）－＜番所＞二ツ屋－角川－（－高山）……「境迄従高山十里卅町」
（越中境目へ）－万浪－＜番所＞二ツ屋－（角川・高山）城……「境迄従高山十四里」
（越中水無村へ）－タイカンバ－＜番所＞二ツ屋－（角川・高山）……高山より境まで十里半
（越中赤尾村へ）＜番所＞小白川（馬次枠）－椿原（馬次枠）－飯嶋（馬次）－鳩谷（馬次）－大牧（馬次枠）－保木脇（馬次枠）－平瀬（馬次）－
尾神（馬次）－中野（馬次枠）－中畑（馬次）－新渕（馬次）－三尾河（馬次）－六厩（馬次）村－楢谷（馬次）－有巣（馬次）－三谷（馬次枠）－
高山……高山より二四里
（越中加須良村へ）－加須良－馬狩（馬次）－保木脇カ（白川筋）……高山より境まで二一里
（越中長棟村へ）－（番所）－佐古－土村（東漆山・舟津・高山）……高山へ十一里
（越中有峯へ）－（番所）－下ノ木－数河（東漆山・舟津・高山）……高山へ十三里
（美濃国西洞村へ）－野俣（馬次）－町屋（馬次）－新淵村（白川筋へ）……高山より境まで十三里
（美濃国水沢山へ）－＜番所＞寺河戸－三尾河（馬次）（白川筋へ）高山まで十一里半
（美濃国坂本村へ）－＜番所＞大原（馬次）－楢谷村（馬次）（白川筋へ）高山まで十一里
（美濃国小川村へ）－＜番所＞－中切－尾崎（馬次）－山口（馬次）－□（馬次枠）－高山……高山より十一里半
（美濃国金山村へ）－下原（馬次）（番所）－少ケ野（馬次）－西上（湯嶋の事，馬次）－羽根（馬次）－尾崎（馬次）－久々野（馬次）－高山……
高山まで十九里
（美濃国金山村へ）－＜番所＞下山－西村（馬次）－名丸（馬次）－中切－尾崎（馬次）（山口より高山）
（美濃国田島村）－大舟渡－福来＜番所＞－乗改（馬次）－湯島（下呂，馬次）－萩原（馬次枠）－小坂（馬次）……久々野（馬次）－高山……
［下原通］
（美濃佐美村へ）－＜番所＞－尾－乗政（馬次）（湯島・萩原・高山）……高山まで十七里
（美濃国小郷村へ）－＜番所＞御厩野－乗改（馬次）（湯島・萩原・高山）
（信州境目）－平湯村－舟津町－（八日町村－高山城）高山より十五里二八町
（信濃川浦村へ）－野麦（馬次枠）－中ノ宿（馬次）－黍谷（馬次）－甲村（馬次）－高山……高山より十三里三町
（信州への道記載せず）平湯（馬次）－□芋（馬次）－日西（馬次）－町方（馬次）－高山
＊他国へ通路が記載されている街道のみ
めとみられる。
２，越中
（１）文書・記録
越中国の正保書上は写であるがこれを見ること
ができる（14）。そこでこれに記載された街道で飛
越間のものと能越間の街道もあわせて次の表 6
に示す。
この書上に記載された大道は宿駅制の施行され
た街道であるが，これには飛越能間の街道では今
石動・氷見間の御巡見上使道のみが書き上げられ
ている。氷見から能登への街道は，宿駅制がない
ので小道の脇道扱いとなる。また，富山藩領の八
尾も宿扱いなので富山・八尾間の伝馬送りがされ
るが，飛騨東西両街道は脇道扱いであった。
正保期の神通川沿いの街道は，富山から神通川
を越えて北陸道の五福村から記載される左岸経由
の飛騨西街道と川越えせずに右岸を南へ直進して
いく飛騨東街道が当然ながら記載される。このほ
か北陸街道の中の宮から城端経由で小白川に至る
街道も脇道として記載されている。五箇山より飛
騨へ入る街道としてこの街道が重視されていたこ
とがうかがえる。能越間は先の氷見町から脇道と
して能登の見砂村へ出る道と同二ノ宮へ至る道，
そして浜筋を通り所口にいたる道の三道を記載す
る。この時には古代・中世以来の重要な道である
臼ケ峰越えではなく，代わりにその途中から同峠
を迂回する見砂道が取り上げられていた。
次に，後期の越中の街道を調査してまとめた史
料に「文政道程記」なども参考にしている，天保
期にまとめられたとされている『三州地理志
稿』（15）と石黒信由が越中などを実測した成果を
もとに著した天保七年『増補大路水経』（16）があ
る。これを整理すると表7の通りである。
これによると藩命により領内測量を行い，三ケ
国の絵図を作成した石黒信由が飛越間の街道とし
て取り上げたのは，信州松本へ抜ける街道を除く
といわゆる飛騨西街道と同東街道だけであり，前
者を本道と呼んでいる。後期の飛騨西街道は正保
と異なって，神通川右岸を南進するもので，笹津
よりそのまま南進する東街道と分岐して，神通川
を渡って左岸に移り，そのまま南進する街道と把
握されていた。松本への街道は猪谷から船津経由
の野麦街道越えで松本にいたるルートに加えて，
天保期に許された中尾越えの新道が取り上げられ
ている。
飛越間を五ケ山経由する街道の「増補大路水経」
の記載は金沢へ通ずるブナオ峠越えの道のみで，
これを「陰道」と呼んでいる。五ケ山越えの街道
はその重要性が低いために，ブナオ峠越えを例外
として他は記載しなかった。ブナオ峠越えの街道
記載は，前記の飛騨で見たように金沢への街道と
されていたが，飛騨から藩都金沢へ通じる点での
重要性が評価されたものであった。しかし，それ
も間道としての特殊な意味合いから陰道の呼称と
なったとみられる。
元文元年（1736）に蟹寺村の牛方から出された
願書に，高山で仕入れた板を牛５疋に付けて金沢
へ販売のため輸送して富山の船橋で争論を起こし
た時の史料がある（17）。彼らはこの時に白川街道
からブナオ峠越えや城端・井波への街道も利用せ
ずに，まず富山へ出てから北陸道を上せようとし
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表６．正保越中の街道
飛騨への街道は大道ではなく「脇道」の把握。
①富山より飛騨横山村へ出る道＝八里十三町，国境より飛騨横山まで二十町。「此道筋坂節所也」
富山・布市間－（熊野川）－小倉村間（道幅六尺，七尺）－篠津村（同幅三尺，四尺）・牛ケ増村－芦生村（同幅）＜同村より飛騨国境
まで「片岸かんへきニ而上下坂多」し，「乍去牛往来仕候，然共雪降十月より明ル三月迄牛も通路無御座候」＞－今津村・寺津村・
吉野村（同幅二尺，三尺）－（薄波川＝「はね橋」＝長十間×幅六尺×高さ一丈五尺）－舟渡村・猪谷村－（国境に「すのこ橋」＝長五
間×幅三尺×高さ計測できず。「かんへき谷ふかく御座候」）国境（幅三尺，四尺）
②婦負郡五福村（富山隣接）より飛騨小豆沢村＝一〇里四町
五福村・安田村－（下条川＝橋＝長五間×幅六尺×高さ一丈三尺）－下条村（道幅二間）－（井田川，広さ五〇間×深さ一尺）－下
井沢村（道幅六尺）・城尾村（同幅五尺）－葛原村－（難所＝瀧清水「四〇間斗難所ニ而荷付馬通不申」）－楡原村（同幅三尺）－（難所＝
松ケ谷「弐拾間斗，道幅壱尺五寸難所ニ而，此所より奥ハ馬之通無御座候，牛ハ往来仕候，但十月より明ル三月迄ハ牛も往来不
仕候」）－庵谷村（同幅三尺）－（難所＝小菅峠坂「上り拾五町下り拾町道幅四尺難所右同断」）－片掛村（同三尺）・蟹寺村（道幅三
尺）－（難所）－国境－小豆沢村（道幅二尺）
③砺波郡中ノ宮村より城端通飛騨小白川＝一四里一六町，但し国境より小白河まで坂節所
中ノ宮村・石丸村（道幅七尺）・苗加村（同六尺）・城端町（同五尺）－（小瀬坂四里）－大鋸屋村（道幅六尺）－（坂道難所あり，橋＝
長七間×幅二尺×高さ二丈）－漆谷村（道幅二尺）－（難所あり，橋＝長五間×幅二尺×高さ壱丈）－西赤尾村（道幅二尺）－（坂道，
この間に一八間の「かんへきの上ニ懸け橋ニ而牛往来」。雪降り候ては牛往来せず）－国境
川合文書「越中道記」・加越能文庫「越中国道程帳」による。
ていた。例え金沢行きでもブナオ峠越えはなかな
か利用するものではなかったことを示す。
なお，「三州地理志稿」の五ケ山経由の街道は
福光からの西赤尾町道と城端からの小白川村間道
および井波の隣の仙納原村から利賀谷経由で羽根
にいたる羽根村間道であった。この時期には，そ
の呼称から三街道の内，西赤尾町道が五ヶ山を経
由して飛騨へ向かう主街道として位置づけられて
いたことになる。
このほか飛越間では当然に新川郡から飛騨へい
たる街道もあるが，これは「三州地理志稿」では
長棟鉱山路に加えて有峰村経由，加羅尾峠越の飛
州大多和村間道が取り上げられている。やはりこ
れも間道扱いであったが，この街道から中尾峠や
安房峠を結んで信州へ，そして中世には鎌倉へ向
かう鎌倉街道となっていた。長棟鉱山路は長棟か
ら飛騨の佐古村へ抜けることができた街道である。
能越間はこの時期には臼ケ峰越えの御上使往来が
主道であり，臼ケ峰より氷見町経由で守山までい
たる。明治5年（1872）4月に，能登二宮駅元縮
役と氷見駅元縮役から七尾県駅逓掛へこれまで子
浦・氷見間を「本街道」としていたが，荒尾越を
新たに「取開」き宿次の通行に使いたいと願い出
ているように（18），本道は上使往来であった。
ここからは同街道を利用せずに高岡をへて戸出
村の近く中の宮から再び御上使往来に入ると城端
へ至ることになる。なお，高岡から大門町経由で
水戸田にいたる熊野往来を利用して，さらに水戸
田往来にて婦負郡長沢より正保書上の記す飛騨西
街道を進むことができた。これを利用すれば猪谷
経由で飛騨の小豆沢番所へ向かうことも，八尾・
切詰番所経由で飛騨の角川へ至ることも可能となっ
た。
（２）国絵図
越中の国絵図についての分析は先に行っており，
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表７．後期越中の街道
□「三州地理志稿」
富山より「至飛州高山二十四里」（「官道」＝北陸道とする）
＊［飛州高山道］（「謂之西道」）＝富山街中より国境まで九里十一町十間
富山町申明亭－今泉村－下熊野村－塩野大久保村－富山領境問屋前－笹津村－（神通川）－笹津村－庵谷村－猪谷村柵－蟹寺村－
加賀沢村－国境
＊［飛州高山道］（「名之東路」）＝富山領境より飛騨境まで四里二四町五五間
富山領問屋村－笹津村－牛増村－寺津村－（薄波川埴橋）－吉野村－猪谷村柵－飛騨境
＊［飛州二屋村間道］＝富山より国境まで十里三十二町三十間許
富山町長柄町－（神通川）－有沢村－鵜坂村－八尾町－切山村－（東谷川橋）－布谷－二屋村－庵谷村柵－切詰村－飛騨国境
＊［西赤尾町道］＝福光村より西赤尾村まで八里一五町二九間
福光村－下刀利村－二又村－（彦尾峠）－中河内村－（越戸峠）－下古屋村－（父那尾峠）－広休場－阿古谷－（越戸峠）－西赤尾村
＊［飛州小白川村間道］＝城端より国境まで五里七町三一間
城端－二屋村－（小峠）－（小瀬峠）－小瀬村－（小瀬川橋）－新屋村－（阿古谷川橋）－西赤尾町村
＊［羽根村間道］＝五ヶ山境庄川仙納原村大橋より利賀谷をへて飛騨羽根村
水無村国境まで十里十五町三六間
＊［飛州大多和村間道］＝有峰村より国境まで一里一〇町
有峰村－西谷村－飛騨境（加羅尾峠）－大多和村
＊［長棟鉱山路］＝雙嶺谷大清水村より五里十一町二五間。飛州左古村まで二三町
新川郡雙嶺谷大清水村－奥山村－深谷－（薄波川橋）－長棟鉱山－国境峠
＊［巡見御上使往来道筋］
能登国境（臼ケ峰）－氷見駅－佐賀野駅－今石動町－（官道）－戸出村－杉木新町－福野村－城端町－
［増補大路水経］
①［飛州往来本道］＝国境まで九里十一町十間／高山まで二二里斗（舟津・広瀬村経由）
富山町－下熊野村（熊野川，橋任渡村舟橋）－（神通川，舟渡）－笹津村－猪谷村（御口留あり）・蟹寺村・加賀沢村・国境・飛騨
小豆沢村
＊［中往来道］蟹寺より高山川籠の渡しにて谷村より舟津町通り高山
②［飛州往来東路］＝国境まで八里一六町／高山まで二二里斗
富山町－笹津村－寺津村－猪谷村（御口留）・国境－横山村
＊［金沢より飛州へ陰道］＝金沢より国境まで五里九町七間，越中の間五里七町二八間，西赤尾町村より高山へ二一里
金沢－銚子口村－中村－下荒屋村－東市瀬村－横谷村－越中国境－刀利村－ブナオ峠－西赤尾町村（口留）－国境川（籠の渡し），
＊［巡見御上使往来道筋］
能登子浦村－所司原村－国境（臼ケ峰）－氷見町－佐賀野村－今石動町－中ノ宮村－戸出村－杉木新町－福野村－城端町
＊［熊野往来］＝「承応年中高岡，大門新町，水戸田ト新往還相成」，大門新町・水戸田間一里九町余
大門新町－二口村－本江村－上若林村－水戸田村駅
＊［信州松本江往来］富山より六二里
富山－猪谷村－舟津町－高山－野麦村－松本
＊［松本へ新道筋］富山より三五里半
富山－舟津－高原郷中尾村－信州小倉村－松本
この中で主要な正保以降の各幕府撰国絵図に描か
れた街道を取り上げている（19）。正保の国絵図の
描く街道は前記書上に対応し，また元禄・天保の
国絵図には表8にまとめた街道が付記されてい
ることを記しておく。ここでは未検討な寛永10
年（1633）とされている国絵図の描く街道のみを
取り上げる。
これによると次の街道が飛騨へ向かう街道とし
て記載されている。
飛騨東街道＝国境－猪谷－牛ケ増－小黒－阿弥
陀古寺－富山
飛騨西街道＝国境－かゝ沢－牛ケ増（小黒・富
山）（「いわせより飛州堺，横道のり十一里程」）
長棟越＝国境－長棟－阿弥陀古寺－富山
うれい越＝国境－有峯－中地山－富山
長谷切詰越＝国境－切詰－八尾－大坪－安田－
五福－富山
水無越＝国境－水無－阿別当－中田－新町－富
山
赤尾越＝国境－城端－井波－中野（「六渡寺ヨ
リ飛州境まて横道のり十四里程」）
うすか峠越＝能登境－田江－加納－氷見町－守
山町－高岡
深谷越＝能登境－河尻－氷見町（高岡へ）
長坂越＝能登境－大窪－氷見町（高岡）
浜街道＝能登境－中田－河尻－氷見町（高岡）
この寛永図では特に飛騨西街道に加えて白川街
道（赤尾街道）が湊よりの距離を記しており，飛
騨西街道とともに重要な街道とみられていたこと
がわかる。これは飛騨材の輸送ルートにかかわり
のある街道のためであろう。能越間の街道で古く
より中心街道となるのは臼ケ峰街道であったが，
巡見上使が同街道を利用するのは宝永以降であっ
た。この国絵図作成時の寛永10年の際および天
和の時にも二宮通を通っていた。この巡見上使ら
の通行は荒山古城を見るために利用したと考えら
れる。
なお，寛永の能登国絵図を見ると，能越間の街
道は臼ケ峰越え，荒山越え，論田越えと勝山越え
（新山古城経由）となっている。これには道筋描
写はないが，「石動越え」の記載や，能登内でそ
の灘浦の海岸を回って所口にいたる街道の記載自
体はみられる。
さて，正保図の場合は，主要な脇道のみの記載
となったために，寛永図に描かれたものでも記載
されないものもあり，前記書上の四街道が飛越間
で註記載も含んで記され，能越間では三街道の記
載となった。もっとも，元禄・天保の国絵図では
先に示した表8のように他国行きの街道記載が
増やされている。
この正保図では飛騨西街道の場合は寛永図と若
干ルートが変わっている。すなわち，神通川右岸
ではなく，五福経由の左岸となっている。寛永図
では右岸を遡り牛増をへてから左岸へ移っていた。
この変化は神通川右岸にあった吉野鉱山など鉱山
の衰えと布市地域を抑えていた土方氏が元和に転
封してその本拠地阿弥陀古寺の役割低下があった
ためであろう。しかし，これも中期以降にまた富
山より右岸を笹津にいたり渡河して左岸を進むコー
スとなっていった。なお，中期から後期における
その道筋とこの変化の詳細については，歴史の道
調査報告書（20）に掲載された道筋復元図にて確認
されたい。
三，幕府撰日本図と越中・飛騨両国の街道
１，幕府撰日本図
幕府は国絵図をもとに日本図を作成している。こ
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表８．元禄・天保の国絵図に付加された街道
Ⅰ 元禄図に付加された街道
射水郡 脇村より能登への越道，懸札村へかかり飛騨への
越道
砺波郡 大勘場村際より飛騨へ越道，小二又村際より加賀
横谷への越道
久利須村際より能登牛首村際へ越道
婦負郡 切詰村より飛騨への越道，蟹寺村より飛騨への越道
加賀沢村より飛騨への越道
新川郡 有峰村より飛騨への越道，長棟山より飛騨への越道
Ⅱ 元禄図に対して天保図で付加された街道
（？は天保図正本で不明なところ）
射水郡 柳田村より守山町迄
砺波郡 大勘場村際より水無村迄
安川村際より射水郡円池新村迄（徳万村から東保
村の中通る）
下利賀村より阿別当村迄，三日市村際より渡村迄
桜町村より今石動村町迄，是安村より在房村迄
（宗守村通る）
松尾村より加賀国への越道
婦負郡 付加なし
新川郡 富山より婦負郡笹津村まで新道筋出来
富山より婦負郡萩島村辺まで新道出来
富山より馳川迄の道絵図面になく書き足し（？）
境村より越後国市振へ越道端書きを書き加え（元
禄図写にもあり）
備考 「加越能絵図覚書」五・六。「変地帳仕立」（ともに加越
能文庫蔵）・天保図（内閣文庫蔵）
の日本図に飛越間の街道がどのように記載されたか
を，寛永日本図と正保日本図という近世前期の日本
図を対象に見ることにする。あわせて越中・能登間
の街道も取り上げる。
（１）いわゆる慶長日本図
この日本図，国会図書館蔵「日本図」（21）は慶
長日本図とされてきた絵図（図2）であるが，近
年，川村博忠氏により寛永16年作成の日本図で
あるとされた（22）。ただし，海野氏等によりこの
原図は豊臣期の慶長国絵図をもとにしているので
はないかとの意見もある（23）。筆者も越中の高岡
無記載，守山記載などから見て，元にした原図は
慶長期のものとみている（24）。
この絵図は街道記載が極めて重要な街道のみと
なっている。このため飛越，能越間は一街道のみ
の記載で，高山・黒川間の街道，つまり飛騨西街
道だけの記載となっている。この街道筋が飛越能
を結ぶ基本街道として描かれたのである。問題な
のは，飛越間が黒川・守山経由の点と氷見より七
尾へ向かうのに浜街道が記載されていることであ
る。前者は，慶長期の越中の城下町が守山なので，
守山と飛騨を結ぶのに富山経由ではなく，黒川を
経由して飛騨西街道へ向かうルートが記載された
ためである。また，氷見から七尾への街道が海岸
沿いに七尾へ一気に結んでいたのは，臼ケ峰越え
の古代・中世以来の重要性からみて，やはり作図
上の便宜で記載されたといえるのではなかろうか。
なお，飛騨・美濃間は下呂より分岐して太田へ向
かう街道と苗木へ向かう街道だけが記載され，郡
上八幡へ結ぶのは越前の大野・福井への街道記載
となっている。信州へは参勤利用の信州街道（江
戸街道）が「ひわ」（日和）より中山道の上田
（誤記とみられる）にいたる街道が記載されるが，
これに加えて松本へ直接結ぶ街道も描かれている。
これは平湯経由の街道とみられる。
（２）寛永10年日本図
寛永期に作成された日本図には寛永10年国絵
図をもとにしたとされている日本図もある。これ
は毛利家文庫などに残されたものである。この絵
図に記載された飛越の街道は表9にまとめた。
この日本図は寛永10年の国絵図をもとにした
とされている絵図である。街道の記載がいわゆる
慶長日本図よりも詳細で，どの街道が重要街道で
あるかは判断しにくい。しかし，飛越間の街道は
富山・高岡方面へは慶長日本図同様に黒川が重要
な基点となっている。このため飛騨西街道は神通
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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図２ いわゆる慶長日本図
表９．寛永日本図に見る飛越の街道
越中長戸／－横山－もすみ－舟渡－山田－八日町－高山
横山－中山－谷－小豆沢－
越中カゝ沢／－小豆沢－杉原－三ノワ－増島（城下記号）－高山
越中切詰／－二ツ屋－角川－（－高山）
越中水ナシ／－ハネ－角川－（－高山）
越中赤尾／－小白川－槙原－野谷－中野－モマイ－数河－高山
美濃金山へ／－下原－下呂－萩原－くゝの－一宮－高山
美濃苗木へ／－竹原－下呂（同上）
美濃八幡へ／－追分－ミツヤ－高山
美濃スミへ／－野々俣－町屋－三ホ川－ニマキ－三日町－高山
信濃西野へ／ヒハタ－中宿－カフト－山口－高山
信濃角木へ／平湯－ハタホコ－町カタ－三伏寺－高山
飛騨小白川－［越中］赤尾－城カハナ－中野－新町－高岡－森
山－氷見－／［能登］塩／高畑／二宮（七ツ尾）
飛騨横山－［越中］－長戸－富山－
飛騨加賀沢－［越中］－カゝ沢－黒川－高岡（or富山）－森山－
氷見－［能登］－三ルート
飛騨ハネ－［越中］－水ナシ－黒川－（高岡・富山）
飛騨角川－［越中］－切詰－八尾－黒川－（高岡・富山）
毛利家文庫蔵・蓮池文庫蔵
川を東へ回らずにそのまま黒川へ向かう。また，
同東街道も神通川の左岸の街道ではなく，この絵
図では長戸（棟）を回って富山へ向かうところに
特徴がある。このほか間道である二つ屋・切詰経
由の街道や羽根から水無への街道も黒川へ結ぶよ
うに描かれている。主要道は前記二街道に加えて
小白川より城端へ向かう街道であるが，これは御
上使往来の街道を主にして高山・氷見へ廻り能登
へ出る。ただし，越中から能登への街道は塩（志
雄）へ出る御上使往来だけではなく，氷見からは
他に高畑より二宮へ向かう街道があり，両者は能
登の中心都市七尾へ結ぶが，二宮への街道は途中
直接七尾へ向かう街道を分岐するように記載され
ている。
なお，この絵図には越中の赤尾より金沢へ向か
う街道の記載もある。また，飛騨へは下原口の益
田街道，御厩野口の南北街道，大原口の郡上街道，
そして野々俣口の街道，信濃へは日和田口の信州
街道と平湯口の平湯街道が記載されている。
（３）正保日本図
正保日本図は簡略図も含めて作成されたが，後
に火災により寛文 9年に改めて作成し直され
た（25）。改定された後者の日本図，「徳川幕府撰日
本図」（国立歴史民俗博物館秋岡コレクション）
は，高山・富山間の街道をこれまでの日本図と異
なり，元図が正保国絵図なので黒川経由とはなら
ない。また，同国絵図が記載する横山より笹津を
へる東街道と神通川左岸経由の西街道に加えて，
この日本図は庄川左岸にある白川筋の飛騨の街道
も記載している。ただし，小白川から福光を経由
して中の宮より北陸道経由で今石動にいたる道筋
と福光から中田をへて富山に向かう街道も描くが，
これは福光より金沢へ向かう街道を記載するため
に，城端より中の宮への御上使往来の記載となら
なかったと考えられる。
今石動から能登への御上使往来も能越間の基本
街道として当然に記載されるが，高岡は西岩瀬か
ら北陸道の大門へ結ぶ街道の中で記される。能越
間は浜街道が越中との国境でとぎれて記載されて
いる。ただし，御上使往来など二街道が描かれて
いる。
飛騨・美濃の街道は益田街道・南北街道，郡上
街道，野々俣口の街道，そして信濃へは日和多口
の信州街道のみが記載されている。
当初作成された絵図の場合は簡略図（国立史料
館蔵）のみしかみられない。これには次の街道が
記載されている。
所口－（越中）－脇村－氷見－伏木－岩瀬－水橋
伏木－今石動－水戸田－□□（富山，カスレ判
読不能）
□□（富山）－加賀沢－（越中）－小豆沢－野首－
古川－高山
□□（富山）－猪谷－（越中）－横山－舟津－高山
高山－湯島－（美濃）－□□（判読不明）
高山－湯島－（美濃）－□□（判読不明）
高山－上ケ洞－日和田－（信州）－やこ原（中山
道）
日和田－（美濃）－□□（カスレ，判読不明）
簡略図のため飛越間は白川街道の記載がなく，
飛騨東街道・西街道のみの記載で，飛騨中街道は
略されている。そして，ともに神通川両岸を経由
して富山へ結ぶ。能越間は今石動からの御上使往
来で氷見まで結ぶが，ただこの絵図の場合は氷見
から能登へ浜街道を脇村経由で所口に結ぶ街道が
記されている点が異なる。この点はやはり作図上
での便宜のためであろう。なお，美濃へは湯島経
由で二本の街道が記載され，また日和田からの記
載もあるが，前者は改定図と同じである。ところ
が後者はなく，また正保の飛騨国絵図にも描かれ
ていないものである。おそらく野麦峠越えを誤っ
て美濃へ引いてしまったのではなかろうか。
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図３ 正保日本図
４，元禄・享保日本図
元禄国絵図をもとにした「元禄日本図」（明治大
学図書館芦田文庫蔵）は街道記載が簡略である。こ
れは能越間と飛騨美濃間の街道を記載していない。
すなわち，飛越間と飛騨信州間だけの記載という簡
略なものである。残念ながら写真の精度が高くない
ので地名は読み取れないが，飛越間は富山・高山間
を飛騨で屈曲を付けずに結んでいることがわかる。
ただし，これが飛騨西街道か同東街道かは判断しに
くい。信州との間も高山から日和田経由による街道
となっている。
次に，享保図の「享保日本惣図」（国立歴史民俗
博物館蔵秋岡コレクション）は正保日本図の前出簡
略図と同じように簡略図である。これは飛越間は富
山から神通川を越えて南進していくので，飛騨西街
道により高山を結んでいる。ただし，能越間はこの
五福村とみられる地から浜道へ向かい放生津・伏木
経由で氷見に回り，そして浜道により所口と結んで
いる。享保図作成に当たっては国絵図は作成されず，
また街道自体の調査もされていないないため，これ
も絵図作成の便宜的なルート記載とみられる。
ただし，この絵図では美濃へは郡上八幡への街道
記載が行われている。また信州へも日和田ないし野
麦からの街道記載となっている。
２，飛越両国絵図
飛騨と越中の両国を結ぶ交通路を描いた絵図も残
されている。富山藩の作成する絵図などでは当然に
東街道・西街道記載が重点になるので，ここでは加
賀藩の作成した絵図を飛騨国陣屋作成のものととも
に取り上げる。加賀藩作成のこの絵図では高山廃城
の任務を負った際に作成されたものを見る。後者の
場合は山廻り組作成の絵図である。なお，飛越に加
えて信州との間を結ぶ街道について描いた興味深い
絵図もあるので，これもあわせて取り上げたい。
（１）大友文庫蔵「富山等より飛州行程図」（金沢
市立図書館近世史料館蔵）
この絵図（彩色，25×19センチ）は高山城受
け取りを加賀藩が元禄年間に幕府より命じられた
際に，藩士等が高山へ赴くために作成された，越
中・飛騨両国を対象とした絵図の写である。他の
文書にもこの写は残る。
この絵図には次の飛越間についての街道の記載
が見られる。
飛騨東街道（富山－笹津－東猪谷－国境－横山－）
飛騨西街道（長沢－楡原－西猪谷－国境－小豆
沢－）
二ツ屋口通り（八尾－切詰－－国境－二ツ屋－
角川）
有峰口通り（東岩瀬－有峰－国境－殿村－東舟
渡町）
さらに，東岩瀬から富山を経由せずに新庄・長
棟をへて牧にて飛騨東街道へ入る長棟鉱山への道
も記載されているが，赤尾口については加須良村
経由の金沢への道と「二ツ屋－城端－福光－二俣－
金沢」，そして「中河内－刀利－金沢」の付記が
され，五箇山内の道は省略されている。藩士等が
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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図３ 元禄日本図
図５ 享保日本図
高山へ向かうのにこれらの街道は適さないために，
越中内の詳しい記載は省かれたわけである。
この絵図の余白，紙には，金沢より高山間の
里程につき三ルートの記載がある。すなわち，
「富山東笹津通り」こと飛騨東街道と「三戸田西
笹津通り」こと北陸街道の水戸田より西街道の長
沢へ入る飛騨西街道コース，そして「三戸田八尾
通り」こと二ツ屋口への道筋である。しかし，金
沢から高山へ向かうのに小白川口は利用しがたく，
飛騨西街道を利用するのが便利がよかった。初期
北陸街道の水戸田宿から長沢へ向かう道筋があり，
この点でこの水戸田往来は飛騨への街道として重
要性があり，この点は後に取り上げる日本図との
関連でまた触れることにする。
なお，飛騨内の中街道は蟹寺の籠渡利用後に宮
川左岸を一里余進んでから対岸の茂住に渡って東
街道に入るコースを記す。これは寛永の国絵図が
記載するルートの中街道に対応している。この頃
までは左岸をそのまま舟津へ向かうコースは一般
的ではなかったことになる。
（２）高山陣屋文書「飛騨国山内江之里数并隣国御
城下迄里数絵図」（岐阜県立文書館蔵）
この絵図（彩色・116.4×81.4センチ）の表書
には宝暦9年写に加えて「飛騨国山内江之里数并
隣国御城下迄里数 絵図 山廻組」と記載されて
いる。つまり山林管理の山廻組が隣国城下から山
内までの距離を把握するために作成した絵図であ
る。これには飛越関係の街道では，次の街道が記
載されている。
○小豆沢口－（川，東街道と合流）－富山－東
岩瀬（「小豆沢境より岩瀬迄川路拾五里程」）
○荒田口－寺津－富山－東岩瀬（同上）
○小白川－城端－井波－金屋－大門－伏木
（「小白川より伏木まで川路二十四里半程」）
＊金屋－金沢
この絵図の伏木・東岩瀬の注記が川路の距離を
記載しているように，飛騨の材木を流送すること
を重視してこの絵図は作成されている。このため
神通川と庄川・千保川を太く記載し，また街道で
は五箇山から伏木へのルートで金屋がわざわざ記
載されている。山廻組の役人が越中へ材木流送の
業務で出張する際に利用される街道が記載されて
いると捉えられる絵図である。とはいえ，飛越間
で重要な街道が西路と東路に加え小白川から城端
への街道が記載される。ただし，金屋が材木流送
で重要な場であるために，ここを経由して伏木へ
廻る街道記載となっている。
なお，太平洋側への木材流送では飛騨川を使い，
白鳥までの流送が重要となるので，ここの点の記
載に重点が置かれている。街道も下原口から太田・
犬山経由で記載するとともに，白鳥に「下原口よ
り白鳥迄川路三拾壱里程」の付記がある。ただし，
この絵図には美濃・信濃・越前の城下への道筋も
記載し，さらに飛騨内では，これらの街道に結び
つかない他国口の街道も多数記載されている。
上の街道の中には飛騨中街道も含まれている。そ
して，この街道は茂住へ渡河するルートとともに，
そのまま舟津へ向かう道筋が記載されている。
（３）「立山ザラ越之図」（富山県［立山博物館］寄
託資料）
この絵図（彩色，123×89センチ）は加賀藩の
奥山廻りが使用していた絵図で本来は立山の絵図
で，松本へのザラ峠越えによる道筋の記載で注目
されているものである。作成年次は元禄年間と比
定されている（26）。
この絵図には高山・富山間の飛騨東街道に加え
て，富山より有峰口経由で飛騨に入り，和佐部村
から中尾村の中尾口経由で松本へのルートが記載
されていることでも注目される絵図である。この
段階では，信州への通路として廃絶していたわけ
ではないことがわかる。そして，注目されるのは
その紙に加賀藩御使番の「日本道之記」作成の
ための街道調査の命により（27），山廻りが立山奥
山を調査して松本へ抜けた帰りにこの中尾峠のルー
トにより越中へ戻ったことが記載されていること
である。
すなわち，これによると寛文6年6月に針ノ
木峠を越えて14日に松本へ着き，1泊してから牧
村に1宿，翌日に｢信州甫高山ノ下栃草谷ニ一宿」，
翌々日から飛騨の蒲田村の湯に入り，7泊して，
24日に有峰村へ出たことが記されている。これ
は絵図に描かれた有峰口から中尾峠への街道を使
用したものである。針ノ木峠越えでなければ中尾
峠越えも重要な信越の道であったことがわかる。
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四，主要刊行日本図・案内図の飛越能通貫街道
幕府撰の日本図は将軍・幕閣の飛越能地域の認識
に影響を与えることになるが，日本図には三都の書
肆が刊行する日本図もある。そして，これは購入す
る武家や町人・農民に影響を与えるので，この刊行
日本図も取り上げることにする。この日本図には街
道を丁寧に描いて道中案内の役割を果たすタイプの
ものがある。そして，これと関連していっそう道中
案内図的役割をはたさせるために日本列島の南北に
対する東西の比を大幅に大きくして，折本仕立てな
どにした道中案内図もあるので，これをともに取り
上げることにしたい。
なお，刊行日本図は近世前期より数多く出されて
おり，悉皆調査などはできないので，当面見られた
範囲の街道案内となる日本図を取り上げる。また，
折本仕立てなどの道中案内図となると一段と刊行数
が多いので，これも管見の限りで若干のものを参考
のために見ることにする。さらに，これとの関係で
膨大に存在する道中記についても代表的なものにつ
いてのみここで触れることにしたい。
まず，表10に刊行日本図を整理した。
刊行日本図には安永 8年（1779）に刊行された
「改正日本與地路程全図」が経緯線を描く比較的正
確な日本図を描き，その後の日本図に大きな影響を
与え，時代を画するとされている。ただし，これは
街道を丁寧に描いていない。これ以前の日本図で重
要な位置を持ったのは，元禄七年「日本海山潮陸図」
で，これはベストセラーとなって版を重ね続けていっ
たことがよく知られている。
「日本海山潮陸図」以前の絵図では貞享 2年
（1685）正月に「日本大遍道図」が刊行されている。
これは飛越間を結ぶ街道を記載していない特徴があ
る。能越間は富山より守山経由で七尾を結んでいる。
つまり，いわゆる慶長日本図のように，高岡未記載
で，それ以前の越中西部の中心地守山経由という，
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表10．刊行日本図
貞享二年正月「日本大遍道図」（江戸日本橋，板木屋次良右衛門，多色摺・木版）
＊七尾－モリ山－クロ川－と山（高山間結ばず）－
＊苗木（岩室－もあり）－下呂－高山－太田（中山道）－松本
＊高山－下呂－苗木・岩室八幡
貞享四年五月「本朝図鑑綱目」（相模屋太兵衛，多色摺・木版）
＊七尾－守山－クロ川－戸山－
＊クロ川－高山－下呂－岩室（苗木もか）
＊高山－（二ルート）－太田－松本
＊高山－犬山
元禄七年「日本海山潮陸図」（石川流宣，相模屋太兵衛，多色摺，木版）
＊七尾－いまいするき－富岡－外山－水橋
外山－高山－日和－もと山（中山道）
高山－下原－郡上
宝永五年「大日本国大絵図」（江戸日本橋，山口屋権兵衛，多色摺，木版）「日本海山潮陸図」と同タイプ
城下町の城主名改訂
延享改正「□板日本国大絵図」（林氏吉長，多色摺り，木版）「改正本朝図鑑綱目」
＊七尾－守山－クロ川－と山－
＊クロ川－高山－下呂－岩室（苗木，犬山も）
宝暦五年「大日本国大絵図」
宝永五年版と同
文化五年「新刻大日本細見指掌全図」（浪華篠応道，浪華高麗橋一丁目藤屋弥兵衛，心斎橋南江四丁目古文字屋市左衛門，多色摺，
木版）
＊七尾－金沢－／＊金沢－今石動－戸山－水橋－
＊富山－立山
＊富山－猪谷－長棟－横山－八日市…… 高山
＊富山－加賀沢－小豆沢－高山
＊金沢－福光－赤尾－小白川－中ノ……－三尾川－有巣－高山
＊高山－平湯－松本－
＊高山－山口－西辺（信州）－福シマ
＊高山－下呂－ユシマ－苗木
＊ユシマ－金山
嘉永二年「新増改定大日本国郡與地全図」（東都高柴英三雄著，江戸中橋南伝馬町蔦屋吉蔵）
＊富山－立山
＊富山－（飛騨西街道）－高山－下呂－八幡
＊高山－（剣岳）－（白山）－金沢－小松－能登へ
＊高山－御岳（信州）
秋岡武次郎『日本古地図集成』（鹿島研究所出版会・1971年）・中村拓『日本古地図大成』（講談社・1974年）・日本地図選集刊行委
員会他編・三井文庫蔵
実態を踏まえない記載であった。これは高山から美
濃へは下呂経由で苗木・岩室の南北街道を記載し，
金山への街道は未記載のようになっている。しかし，
これは金山への道を苗木への道と誤って苗木の記載
ミスをしたものと考えられる。信州へは太田経由で
松本となっているが，これも太田の記載を誤ったも
のであろう。なお，この太田への道は二つあり，安
房峠越えと日和田ないし野麦経由の信州街道とみら
れる街道であった。以上のようにこの絵図はこの地
域の街道について多くの過ちの記載があり，絵図の
閲覧者・利用者にこの地域の街道について誤った情
報を与えるものであった。
この絵図の後に，石川流宣作の貞享4年「本朝
図鑑綱目」が刊行されている。これは「日本大遍道
図」の描く街道記載を踏襲しているが，飛越間を結
ぶ飛騨街道を記載した点に特徴がある。ただし，高
山と結ぶのは富山ではなく，「日本大遍道図」の影
響で黒川となっている。能越間ももちろん守山経由
で七尾の街道であった。そして，高山より信州・美
濃への街道も「日本遍道図」とほぼ同じであるが，
苗木への道と金山への道の誤りは訂正されている。
流宣はこの絵図の後に「日本海山潮陸図」を刊行
した。これが版を重ねて大きな影響を及ぼすことに
なる。この絵図は高山からは直接に富山を結ぶよう
に改め，飛騨街道を描くものの，まだ富山は「外山」
記載で，また北陸街道は富山から黒川に代わって
「富岡」へ結んでいるが，中田の手前なので，黒川
の誤記か，誤って高岡を富岡としてここに記載した
ものであろう。また，能越間は今石動から海岸沿い
に七尾へ結んでいるので，氷見経由となる。信州へ
は太田の誤記が改められ，中山道の本山へ出て松本
へといたる街道を記載する。美濃へは下原経由の郡
上への街道記載となっていた。
この日本図では飛越を結ぶ街道は富山・高山間の
飛騨街道，能越間は今石動・氷見・七尾の上使往来
を主とした街道が記載されるようになった。飛越能
を結ぶ街道はかなり実態に対応するようになったが，
飛騨街道でも飛騨東街道か同西街道なのかわかるよ
うには描かれておらず，また誤記や昔の地名記載の
ままの所などがみられる。このようにこの新たに編
集し直した絵図でも購入者が江戸や上方を中心とし
た人々のためか，飛越地域では厳密に正確な街道情
報を与えるような努力がされていない。
かくして安永8年（1779）に「改正日本與地路程
全図」が登場したが，これ以降の絵図でも必ずしも
飛越能間の街道を正確に記載したものはない。文化
に「新刻大日本細見指掌全図」が刊行されるが，こ
れは飛越間に富山よりの飛騨西街道と同東街道を記
載する。ただ，後者は猪谷から長棟経由で横山より
の街道筋記載となっている。また，白川街道は小白
川・赤尾・福光から金沢への街道を記載する。以上
のように飛越間は飛騨東西両街道に白川街道・白川
越を記載するものであったが，能越間となると，七
尾へは金沢経由で記載している。一方，高山から美
濃へは下呂・湯島より苗木の南北街道と湯島より金
山への郡上街道，信州へは山口より信州西辺から福
島への信州街道と平湯より松本への平湯街道が記載
されている。
なお，幕末の嘉永2年「新増改定大日本国郡與
地全図」のように直接に寺社参詣・名所旧跡見物用
の絵図として作成されたものとみられる絵図もある。
このため通常の街道とは異なる記載となっている。
すなわち，富山から金沢・能登への道筋が無く，富
山より立山とともに高山への飛騨街道記載があるが，
高山から信州へは御岳への街道記載となり，金沢へ
も剣岳・白山越えの記載になっている。この剣岳記
載は誤りである。また，美濃へは下呂経由で八幡に
いたる誤りが記載されている
次に，表11に道中案内図をまとめた。上の嘉永2
年（1849）日本図はこの道中案内図といえるもので
あったが，表題から日本図で取り上げた。
この道中案内の日本図は，日本列島を東西方向に
横長に作成し，南北は携帯のためにも大幅に縮小し
て作成され，折り本仕立で刷られた。このため南北
間の街道は横に折り曲げて記載され，また重要度の
低いものは略されることになり，とりわけ飛越能地
域の街道となれば特に省略されるものが多くなり，
ごく重要な街道のみの記載となる。
このタイプの道中図の代表は行程記として刊行さ
れたものである。享保 9年（1724）に刊行された
「日本道中行程記」は飛越間を水戸田往来・飛騨西
街道のみ記載する。これは享保7年が初版とされ
ているが，残念ながら現物を見ていない（28）。そし
て，同案内図では高山から他国への街道記載は省か
れた。能越間も略されて，七尾へは金沢からのみ記
載された。延享５年「改正大増補日本道中行程記」
以降には，高山から苗木の記載が行われるようにな
るが，宝暦9年（1759）の「新増補日本道中行程記
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大全」まで苗木を菓と誤記している。なお，寛政か
ら幕末までのものをまだ見ていないが，幕末に刊行
された折本の「大日本行程大絵図」は高山から信州，
美濃への街道も加えている。
ダイアグラム式の道中図も数多く刊行されている。
これについてはごく一部しか見ていないが，この寛
政4年「道中独案内図」は飛越間や能越間は省か
れている。しかし，天保12年「改正大日本道中独
案内図」の改定版となると，飛越間も加えられてい
るが，これは高岡・高山間で，水戸田往来飛騨西街
道経由となっていた。能越間の街道記載や高山から
信州への記載は略されており，美濃へは益田街道・
南北街道を結んでいる。
ここでは併せて書肆により旅案内のために刊行さ
れた道中記の代表的なものを若干見ておくことにす
る。飛越の街道を描いたものとなると，元禄14年
「諸国案内旅雀」（29）が早いものである。これには
「加州金沢より飛騨高山への道」として記載されて
いる。つまり，「高岡よりみと田」，「みと田より長
沢」にて飛騨西街道に入る。その後片掛より蟹寺経
由で小豆沢・古川経由で高山の記載となっている。
金沢より高山へのコースの案内のためもあり，飛越
の街道は水戸田往来利用で飛騨西街道のみが紹介さ
れたのである。元禄期という早い時期に飛越間の中
心街道としてこの街道が紹介された意義は大きい。
後期となれば飛騨へ入り，さらに越中へ回る商人
を初めとする旅人も増えることになった。このため
代表的な講の浪花講は講指定の宿を飛越などのこれ
らの街道に設定することになった。すなわち，その
天保7年「浪華組道中記」（国会図書館蔵）は講指
定の宿や茶屋の設けられた街道として，次の街道を
紹介する。まず，飛越間は「高山より富山道」とし
て飛騨西街道が，笹津からは「増補大路水経」が飛
州本道とする「大くつ」（大久保村）・「いすの宮」
（栗山村の伊豆宮）経由で記す。また，飛騨東街道
も高山より舟津まで記載され，同地からはこれは
「舟津通りかに寺道」として飛騨中街道を籠渡，蟹
寺迄紹介しており，舟津から飛騨東街道は省く。こ
れは籠渡紹介のためであろうか。美濃・飛騨間は高
山から郡上街道を記載するが，この街道の指定宿は
三日町と三ツ谷・有巣にみられるだけであった。ま
た，高山街道から野々俣口より越前大野へ向かう街
道も講指定の宿が設定されていた。さらに，信州街
道も講指定の宿が紹介されている。なお，これには
中山道太田宿より飛騨高山道の項があるが，休泊所
が確保できなかったためか，その間の宿場記載が省
略されている。
この道中記はもちろん，道中案内図を初めとする
刊行日本図については今後も資料収集に努めて検討
の必要がある。
近世日本図・国絵図にみる飛越能の街道
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表11．道中記
享保九年「日本道中行程記」（菊岡南仙編書，江戸日本橋南一丁目万屋清兵衛）
＊富山－小杉・高岡間－長沢－かんてら－小豆沢－高山（街道記載留まり）
＊富山－金沢－七尾
延享五年「改正大増補日本道中行程記」
＊富山－高岡間－長沢－高山－菓（苗の誤記か）
＊富山－金沢－七尾
宝暦九年「新増補日本道中行程記大全」
＊富山－高岡－長沢－高山－菓（苗の誤記か）
＊富山－金沢（金沢－七尾の街道記載なし）
明和七年「大日本道中行程細見記」
＊富山－高岡－長沢－小豆沢－高山－苗木
＊富山－金沢（金沢－七尾の街道記載なし）
寛政七年「大日本道中行程細見記」（大坂心斎橋南四丁目吉文字屋市兵衛・同半丁同源十郎蔵版）
＊富山－高岡－長沢－カン寺－小豆沢－高山－苗木
＊富山－金沢（金沢－七尾の街道記載なし）
寛政一二年「日本行程諸国独案内記」（折り畳み一枚）
＊とやま－たかおか－長沢－あつき沢－高山－下呂－菓木－金山－ぐじょう
＊富山－金沢（金沢－七尾の街道記載なし）
安政四年刻成，慶応元年再刻「大日本行程大絵図」（京都書林醒井五条七近江屋卯兵衛・六角通柳馬場西入平野屋茂兵衛・板元竹原
好兵衛）
＊金沢－今石動－富山－立山
＊高岡－長沢－かん寺－小豆沢－高山
＊高山－ならい（信州）－
＊高山－ひびの－中津川（美濃）－
＊高山－下呂－苗木
『徳川治世諸国道中細見絵図集』人文社・昭和52年、内閣文庫・国会図書館・三井文庫蔵絵図ほか。
おわりに
本稿では初めに文書・記録により予め飛騨・越中
の主要道を確認したうえで，幕府撰日本図作成の基
礎となる国絵図に描かれた街道を確認した。当然な
がら時代とともにその主要な街道に変化が見られる
ことになるが，飛越間の街道で駅路となっていたの
は飛騨内の街道で，前期には飛騨東街道と飛騨西街
道の二街道であった。寛永飛騨国絵図には飛騨中街
道や羽根通・二ツ屋通，そして白川街道も描かれて
いるが，飛騨中街道は船津・中山間の高原川左岸が
記載されず，飛騨西街道も小豆沢・角川までは宮川
左岸経由であった。これが正保の国絵図になると次
のように変化した。すなわち，飛騨中街道が高原川
左岸を谷・船津間に通じ，飛騨西街道も三河原村か
ら宮川左岸へ渡り越中へ向かうようになっていた。
飛騨中街道が駅路となるのはこの後のことであり，
天保の国絵図には駅路として記載されている。一方，
越中では飛騨へ向かう街道は脇道の小道扱いとなっ
ていたが，能登へ向かう北陸街道の今石動から氷見
間が大道に指定されていた。寛永国絵図に載る越中
の飛騨街道は神通川右岸の飛騨東街道と一部左岸を
通る飛騨西街道に加えて，長棟越・有峰越・長谷切
詰越そして，五箇山経由となる水無越と赤尾越の白
川街道があった。この飛騨西街道は正保国絵図には
富山からすぐに神通川を渡り左岸を経由するように
なるが，中期以降にはまた右岸をそのまま進み，笹
津で左岸を経由する道筋が本道となる変化があった。
元禄以降の国絵図に描かれた街道変化については別
に取り上げてもいるのでここでは省略する。
こうして作成された国絵図を元につくられた幕府
撰日本図では，飛越間を1街道だけ記載する場合
は，いわゆる慶長日本図の国会図書館本をはじめ飛
騨西街道をほぼ描いていた。そして，2街道記載と
なればこれに飛騨東街道の記載となっていた。また，
当初の慶長・寛永の日本図は黒川を重視して飛越間
の街道がこれを結ぶように記載するのが特徴であっ
た。しかし，これは正保以降の日本図では富山から
直接に高山へ結ぶように描写が改められている。こ
の正保日本図でも詳しく描いたものは飛騨東西街道
に白川街道も加えて記載していることも注目される。
能登へのルートは簡略な街道記載の場合は正保・享
保両図でも浜道により氷見・所口を結ぶような便宜
的記載となっていることがわかった。この絵図を閲
覧する将軍や幕閣は以上のような特徴を持ったこの
地域の街道についての認識を持つことになるわけで
ある。
なお，飛越両国図も取り上げたが，これは元禄に
高山城受取に加賀藩が赴くために作成された図と高
山陣屋の山林管理を担う山廻組の作成した飛越両国
絵図である。そこでは前者は役人が小白川経由を取
らないために飛騨東西中の三街道の描写となってい
ること，これに対して後者は材木流送に伏木へのルー
トが重要となるために，飛騨東西両街道に加えて小
白川・城端経由の街道も記載されていたことを見た。
さて，本稿では加賀藩・金森藩や幕府作成の絵図
だけではなく，刊行日本図や道中案内図・道中記の
日本図も取り上げた。これはこれらの絵図が一般の
武家や町人・農民の地理認識に当然ながら大きな影
響を与えるためである。
刊行日本図では経緯線を描くなど比較的正確な日
本を描くものとして登場し，その後の日本図に大き
な影響を与えたのが安永8年（1779）「改正日本與
地路程全図」であったが，これは街道を丁寧に描く
ものではなかった。同図以前に重要な位置を持った
のは，版を重ね続けた石川流宣作の元禄７年「日本
海山潮陸図」であり，これはかなり飛越間の街道情
報が正確になっていたが，飛騨街道が東街道か同西
街道なのかわかるようには描かれておらず，また誤
記や昔の地名記載のままの所などがみられる。同図
の前に作成された「日本海山潮陸図」以前の絵図で
は慶長日本図の影響を受けた，高岡ではなく守山を
記載する貞享2年「日本大遍道図」や流宣作の貞
享4年「本朝図鑑綱目」が作成されており，とも
に街道の実情があわず，特に前者は過ちが多いもの
であった。後者は前者に多い間違いが訂正されたと
はいうものの依然として高山と結ぶのは富山ではな
く，「日本大遍道図」の影響からか黒川となってい
る。この時期の三都に住む人々に飛越・能越間の交
通路はこのようなものとして認識されることになっ
た。
「改正日本與地路程全図」以降の絵図の場合も必
ずしも飛越能間の街道を正確に記載したものはない。
やはり依然として江戸や上方の人々を主とする購買
者としたためか，飛越地域に関しての厳密に正確な
街道情報を与えるような努力がされていなかったと
いえよう。結果として，これらの刊行日本図のみを
利用した人々には飛越能間の街道認識は不正確なも
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のとなったわけである。なお，日本図には幕末にい
たると嘉永2年「新増改定大日本国郡與地全図」
のような寺社参詣・名所旧跡見物用の絵図が作成さ
れるようになるが，これは富山より立山とともに高
山への飛騨街道記載が行われるものの金沢・能登へ
の道筋が無いものであった。
この寺社参詣の旅だけのものではなく，商用旅人
をはじめとした便宜のために直接に作成された絵図
で，日本図に関連するものとして道中案内図が早く
から数多く刊行されていたことも無視できないので，
本稿はこれについても取り上げた。この図は，日本
列島を東西方向に横長に作り，南北を携帯のために
大幅に縮小して作成された折り本仕立をとった。こ
のため飛越能地域の街道となれば特に略されるもの
が多くなり，ごく重要な街道のみの記載となってい
た。また，このタイプの道中図には行程記として刊
行されたものがある。享保9年（1724）に刊行され
た「日本道中行程記」は飛越間を水戸田往来・飛騨
西街道のみ記載している。さらに，ダイアグラム式
の道中図も刊行されている。数が多いのでこれはま
だ十分に見ていないが，飛越間や能越間が省かれて
いるものが多い。しかし，天保12年「改正大日本
道中独案内図」の改定版のように飛越間も加えられ
たものも登場するが，これは高岡・高山間で，水戸
田往来飛騨西街道経由となっており，また能越間の
街道記載が略されている。
なお，書肆により旅案内のために刊行された道中
記も非常に数多く刊行されている。当然ながら個人
で見られるのはごく一部にしかすぎないが，この代
表的なものを見た限りでは，元禄期という比較的早
い時期に飛越の街道を書いた元禄14年「諸国案内
旅雀」が現れたことに注目される。これには水戸田
往来利用で飛騨西街道のみが紹介されている。また，
後期になれば飛越間を往来する旅人も増えることに
なったために代表的な講の浪花講が講指定の宿を飛
越の飛騨東，同西，同中の三街道に設定していた。
このため天保7年「浪華組道中記」（国会図書館蔵）
はこれらの街道を記載していた。いずれにしてもあ
まりにも数多く作成されているために閲覧が徹底で
きない道中記や道中案内図を初めとする刊行日本図
については資料収集を継続し，今後の検討課題にし
たい。
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